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千葉看護学会第19回学術集会
発表演題一覧（口演・示説・交流集会）
示説・口演発表
第１群　対象理解が生み出す知　　　　座長　瀬尾　智美
 　看護の支援のあり方は，対象理解に支えられる。この群は，領域横断的に，多様な対象理解に関する
看護の知から，新たな「実践と研究の往還」のヒントを得て，さらに発展する契機となることを願い設
けられた。示説・口演を続けて行う形式で実施した。
示　説　発　表
Ｐ－１　千葉県に居住する潜在看護師の再就業に関する意向
○石井　邦子，川村　紀子，佐藤まゆみ（千葉県立保健医療大学）
　　　　　　吉田　千文（聖路加看護大学）
Ｐ－２　 離職した経験を有し学び直しプログラムにより訪問看護師を目指す看護師の思いと支援の検討
○佐藤　　愛（千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程訪問看護学教育研究分野）
　　　　　　伊藤　隆子（千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科）
　　　　　　辻村真由子，島村　敦子，諏訪さゆり（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｐ－３　スタッフの看護実践力を高めることを通して臨地実習指導を充実させる取り組み
○田島　綾子（北海道大学病院）
Ｐ－４　慢性腎不全をもつ学童・思春期患者の病期の移行の経験　―４事例の分析からの報告―
○内海加奈子（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｐ－５　早産児が修正33週から35週の時期に示す対処行動の特徴　―環境音の変化との関連―
○仲井　あや（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｐ－６　医療的ケアを必要とする小児とその家族への訪問看護の構造
○田中　智美（ちば訪問看護ステーション）
　諏訪さゆり，辻村真由子，島村　敦子（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｐ－７　保健所の統括的な立場の保健師が業務研究を推進する上で必要と認識していた役割
○杉田由加里（千葉大学），松下　光子（岐阜県立看護大学），石丸　美奈（千葉大学），
　石川　麻衣（高知県立大学），井出　成美（群馬大学）
Ｐ－８　A県内保健師が自ら行った業務研究への評価と推進要件　～市町村保健師に焦点をあてて～
○石丸　美奈，杉田由加里，時田　礼子，飯野　理恵，宮﨑美砂子，池崎　澄江（千葉大学）
　佐藤　紀子，細谷　紀子（千葉県立保健医療大学）
Ｐ－９　東日本大震災で被災した看護職者のケア実践者としての思い
○宮城恵里子（健和会臨床看護学研究所）
　坂口　千鶴（日本赤十字看護大学）
Ｐ－10　 終末期がん患者を支える家族に対する訪問看護師の支援　―在宅で看取った家族が経験し
た大変さからみる訪問看護へのニーズ―
○中沢三貴子（千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程）
　辻村真由子，島村　敦子，諏訪さゆり（千葉大学大学院看護学研究科）
口　演　発　表
Ｏ－１　高校生の生活習慣の実態とそれに影響を与える要因，生活習慣に対する意識や思い
○佐藤　太一（新宿区　牛込保健センター），中村　伸枝（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｏ－２　育児困難な乳幼児をもつ祖父母の孫育児における体験
○石井　邦子，佐藤　紀子，林　ひろみ，北川　良子（千葉県立保健医療大学）
　荒木　暁子，小池　幸子，市原　真穂（千葉県千葉リハビリテーションセンター）
　水野　芳子（千葉県循環器病センター），小澤治美（千葉大学大学院看護学研究科）
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Ｏ－３　カンファレンスにおける看護師の対象理解と看護過程との連関に関する研究
○戸嶋りつ子（社会福祉法人三井記念病院）
　永田亜希子（千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程）
　斉藤しのぶ（千葉大学大学院看護学研究科）
　太田　　潤（千葉大学医学部附属病院），山本　利江（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｏ－４　実習指導者研修における効果的なグループワークの開発
○山西やよい，杉浦真由美，靏羽　美紀（医療法人豊田会刈谷豊田総合病院）
Ｏ－５　 自身が成長することのできる臨地実習指導方法　～全スタッフで学生指導に関わる環境づくり～ 
○上林多佳子（千葉大学医学部附属病院）
第２群　多様な場での看護が織りなす知　　　　座長　比田井理恵
　看護実践の場は，対象者の生活の場や回復過程に沿って多様である。この群では，領域横断的な学会
の強みをいかし，多様な場の看護を知り，それぞれの場における研究の知から，実践へと拡がりが生じ
る機会となるように設けられた。示説・口演を続けて行う形式で実施した。
示　説　発　表
Ｐ－11　当 ICUでのオーラルケアの現状と今後の課題
○並木美由貴，畑中　真弓（千葉市立青葉病院）
Ｐ－12　集中治療下における看護師の高齢者看護における認識と実践
○冨樫　理恵（千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程）
　田所　良之（千葉大学大学院看護学研究科），谷本真理子（東京保健医療大学）
　正木　治恵（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｐ－13　急性期病棟における認知症ケア改善に向けた取り組み
○吉田　千文（聖路加看護大学）
　豊田　明美，阿仁　香織，大和田真弓，浮ヶ谷芳子（千葉県循環器病センター）
　湯浅美千代，島田　広美（順天堂大学医療看護学部）
　酒井　郁子，黒河内仙奈（千葉大学大学院）
Ｐ－14　急性期病院における認知症ケア改善に向けた介入の評価
○ 湯浅美千代，島田　広美，杉山　智子（順天堂大学医療看護学部）
　麻生　佳愛（福井大学），大塚眞理子，丸山　　優（埼玉県立大学）
　酒井　郁子，黒河内仙奈，諏訪さゆり（千葉大学大学院）
　吉田　千文（聖路加看護大学），小野　幸子（宮城大学），野口美和子（沖縄県立看護大学）
Ｐ－15　認知症高齢者の転倒予防に関する看護職・介護職の認識
○杉山　智子，湯浅美千代（順天堂大学医療看護学部）
Ｐ－16　 「せん妄ケアシステム」導入後の病棟看護師のせん妄ケアの実践とせん妄ケアにおける困難
感の変化 
○矢野かおり，前田　佳美（国家公務員共済組合連合会　平塚共済病院）　
　酒井　郁子，黒河内仙奈（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｐ－17　 精神科入院患者の強みを取り入れた退院準備状況アセスメント尺度の開発　―評定者間信
頼性―
○小宮　浩美（武蔵野大学　看護学部）
　酒井　郁子，黒河内仙奈（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｐ－18　訪問看護師が自宅で療養者を介護する家族の気持ちを汲み取る方法
○島村　敦子（千葉大学大学院看護学研究科）　
　辻村真由子，諏訪さゆり（千葉大学大学院看護学研究科）
Ｐ－19　在宅認知症高齢者研究における支援の要素に関する国内文献検討
○岡田由美子（千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程）　
　石丸　美奈，宮﨑美砂子（千葉大学大学院看護学研究科）
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Ｐ－20　 摂食嚥下困難となった高齢者への人工的な水分・栄養補給法の施行についての意思決定に
関するアメリカの状況 
○佐伯　恭子（千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程）
　諏訪さゆり（千葉大学大学院看護学研究科）　
口　演　発　表
Ｏ－６　心臓血管外科手術後患者の離床に対する看護師の判断に関する研究
○藤田恵理子（千葉県救急医療センター）
　和住　淑子（千葉大学大学院看護研究科）
Ｏ－７　回復期リハビリテーション病棟看護師のアイディンティティーに関する因子を探る
○樋浦　裕里，佐藤江利子（市川市リハビリテーション病院）
Ｏ－８　実態調査からみた漢方診療外来の特徴と看護師の役割
○小池　　潤（千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程）
　正木　治恵（千葉大学大学院看護学研究科）
　並木　隆雄（千葉大学大学院医学研究院和漢診療学）　
Ｏ－９　在宅療養移行期に独居高齢者が在宅療養生活に対して抱く心配に関する研究
○岩田　尚子（セコム千葉訪問看護ステーション）
　石垣　和子（石川県立看護大学），伊藤　隆子（千葉県立保健医療大学）
Ｏ－10　 Ａ病院訪問看護室におけるサービス提供の在り方に関する調査　利用者満足度調査から見
えてきたこと
○阿蒜ひろ子（千葉県立佐原病院）
　吉村　真理，岩井由紀子（千葉県立佐原病院）
交　流　集　会
１　　　 学生の自己評価力を高める教育方法についての検討　～看護基本技術の教授―学習過程を
通して～
○山岸　仁美，新田なつ子，毛利　聖子，勝野絵梨奈，坂井　謙次，日高真美子
　鍋倉　みき，當瀬　聖子（宮崎県立看護大学）
２　　　継続した外来看護の取り組み　～受け持ち制看護とカンファレンスの充実～
○阿部　礼子，高須　清子，奥　　朋子（千葉大学医学部附属病院）
３　　　災害急性期の看護活動と中長期的課題
　３－１　 「その時，看護は」　～災害時の看護エスノグラフィー　慢性疾患を持つ患者さんの災害
急性期の物語
○駒形　朋子（千葉大学大学院看護学研究科）　
　高﨑　順子，松崎　幸江，栗城　深雪，佐藤　裕子，佐々木　恵（ときわ会常磐病院）
　３－２　災害時におけるフライトナースの役割　～東日本大震災での教訓と課題～
○本庄　貴志（日本医科大学千葉北総病院　救急外来・ドクターヘリ）
４　　　看護師のための“動養プログラム”開発に向けて
○永田亜希子（千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程）
　中村　　愛（元千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程）
　金井　友佳（千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程）
５ 　　　看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクト
○北池　　正，鈴木　友子，野地　有子，和住　淑子，黒田久美子，錢　　淑君
　赤沼　智子（千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター）
